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	（様式1）環境省「エコツーリズム推進アドバイザー」事業　派遣申請書　　　　　　　記入例
	◇提出書類チェック
	Q1　申請地域、団体、担当者連絡先について
	①派遣を希望する地域名（都道府県、市区町村、広域圏等）および団体名（申請団体名）をご記入ください。
	②アドバイザー派遣の申請に係るご担当者の連絡先をご記入ください。
	③本派遣事業の実施にあたって、地域の関連団体をご記入下さい

	Q2　アドバイザー派遣の申請について
	①アドバイザー派遣申請の背景となっている地域課題及び申請目的をご記入ください。
	②アドバイスを希望する内容にあてはまるものに○印を付けてください。
	③派遣を希望する時期、日数、回数についての希望があればお書きください。
	④アドバイザーの助言・指導を、貴地域における取組に反映させる方法についてご記入ください。
	⑤本事業の募集を知った情報源をご記入ください。（※具体的にご記入ください。）

	Q3　貴地域におけるエコツーリズムの取組状況について
	①貴地域における現在の活動状況について下記の中から１つだけ選んで○印を付けてください。
	②貴地域において、エコツーリズムに取り組む目的、もしくはこれから取り組もうとする目的についてあてはまるものすべてに○印を付けてください。
	③貴地域において、エコツーリズムの対象となる「自然観光資源」について、あてはまるものすべてに○印を付けてください。また、主な自然観光資源を下欄に具体的にご記入ください。
	④貴地域において、「現在取り組んでいるエコツアーの種類」及び「取り組みを検討しているエコツアーの種類」について該当するものすべてに○印を付けてください。

	Q4　貴地域におけるエコツーリズムの推進組織について
	①貴地域におけるエコツーリズム推進組織（エコツーリズム推進協議会等）の有無について該当するものに○印を付けてください。
	①-1　エコツーリズム推進組織の名称をご記入ください。
	①-2　エコツーリズム推進組織の取組状況について該当するものに○印を付けてください。
	①-3　エコツーリズム推進組織の具体的な活動内容をご記入ください。

	②　エコツーリズム推進法に基づく全体構想認定について取組を行っていますか。または取り組む予定がありますか。
	③貴地域におけるガイド組織、エコツアー関連事業者がある場合、具体的な名称をご記入ください。また、今後、地域でエコツーリズムを推進していくにあたって、参加や連携が想定される参加者や団体などについてもご記入ください。


